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ISP(lnternetSeⅣiceProvider)

STP(SignalingTransferPoint)

lPゲートウェイシステム

"SG8000”の構成

インターネットヘのアクセ

スポイントの電話番号をキー

として,カロ入着交換機に集中

するトラヒック(lPデータ)をバ

イパスさせることにより,加

入者交換機の負担を軽減する｡

インターネットの普割こ伴い,そのアクセス方式としてのダイヤルアップ接続の利用者が急激に増加傾向にある｡一方,通

信事業者にとっては,ダイヤルアップ接続は通常の音声通話よりも通話時間が長いなどの要因により,既設交換機に与える負

荷が大きくなり,交換機の大幅な増設が必要になる｡

このような状況を経済的に解決するために,日立製作所は,長年培ってきた交換機技術と急発展するIP技術を融合させた通

信事業者用のシステムとして,lPゲートウェイシステムを開発した｡このシステムにより,ダイヤルアップトラヒックを経済

的に収容することが実現できるだけでなく,今後成長が期待される,音声をIP化するVoIP(Voiceover仙ernetProtocoりへの

発展も可能となる｡

はじめに

近年の通信業界の変革の大きな安休1として,インター

ネットの飛躍的拡大があげられるご〕インターネットに接

続する種々のアクセス方式のうち,既存の電話を利用し

てインターネットのアクセスポイントに寓話をかけるこ

とによってインターネットに接続できる｢ダイヤルアップ

接続+には,一般家庭の利川音にとって容易にインター

ネット環境を梢築できるというメリットがある｡一方,

この方式は,通話時間が長くなりがちなことや,通話時

間帯が夜間に集｢Pするなど,通常の電話とは異なる通話

形態での接続となることから,適イ言草業者には,通信設

備,特に電話交換機の人幅な設備増強が求められる｡こ

れを解決するために,インターネットへの接続であるこ

とを判別して電話網を迂回させ,インターネット網に世

設接続することによって通信車業者の設備増設負担を減

らすソリューションとして,IP(Internet Pr()tOCOl)ゲー

トウェイシステム"SG8000''を開発し,東京通信ネットワ

ーク株式会社に納入した｡

ここでは,通信業者糊のこのIPゲートウェイシステム

について述べる｡

インターネットアクセス

インターネットを使用するためには,通イ言二申業者や

ISP(InternetServiceProvider)が保有するアクセスポイ

ントになんらかの方法でアクセスし,ここを繹Lj_=ノて同
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とした｡

図1 ダイヤルアップ接続の増加傾向

ダイヤルアップ方式のユーザー数は継続的に増加している｡

内外のⅠⅩ(Internet Exchange)に接続する.｡アクセス方

式については,この特集の他の論文に詳述している1■こ.

アクセス方式と,利便性(既存設備の利用)の観ノなから見

たそれぞれの特徴は以下のとおを)である､⊃

(1)ダイヤルアップ方式:一般には,モデムを内蔵した

パソコンにより,インターネットに容易に接続できる｡

(2)ADSL(Asymmetric DigitalStlbscriber Line)方

式:一般的には,既設竜話線を共有するが,通信事業者

の局プチ内にはDSLAM(DigitalSubscriberIノine

Asynchronous M()dem)が,加人省宅には専川の装置

(ADSLモデム)がそズ1ぞれ必要となる｡

(3)CATV方Jし:加入者ご七のセットトップボックスに専

用の装置(ケーブルモデム)が必要となる｡

(4)モバイル方式:撫線基地局の設置や,加入者宅にセ

用の無線装置とアンテナが必妾となる｡

(5)FTTH(Fiber to the Home)ノJ式:加人者宅まで光

ファイバを小J設することが必安となる｡〕

このような各種アクセス方式のうち.若年層から老年

層まで広がったインターネットユーザーに即時に対応す

るためには,｢ダイヤルアップ方式+が便利な方式であり,

現在の上流となっている｡長時間接続すると経済的にfl

桝となるが,インターネットへの接続がすぐに開始でき

るという利便性(即時性)がtな利点として受け人れられ,

継続して増加している.こ,

ダイヤルアップ接続の増加傾向を図1にホす｡.
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ダイヤルアップ接続の課題

二呪在では_‾仁流を占め,利用者数が増加しているダイヤ

ルアップ接続には,通†i‡事業者にとって以‾卜のような課

題がある｡

(1)インターネットの場合,+妾続している時間(保留時

間)が 一般音声電話に比べて長く,音声の保留時間をペ

ースに設計した交換機では州線数量が小足する場合が発

生してきている｡

(2)電話料金の深夜割引や,人々の生i占パターンの夜型

化の影響もあり,深夜近く(特に23時過ぎ)に飛躍的に通

イ言量が増加する｡

利川者は,市内電訪網を通じてインターネットのアク

セスポイントに電話をかける｡発呼側と,アクセスポイ

ントのあるプロバイダ側の加人者交換機は,インターネ

ット接続放と良い通話時間の接続が増加することによっ

て飽和ニ1人態となl),規定以_Lの通話を受け付けることが

できない状況に陥る｡この現象を｢編按(ふくそう)+と呼

んでいる｡この幅捧の発牛を抑えるためには,通信事業

者による交換機の増設が必要となる｡しかし,編棒状態

の発牛は限定された時間帯だけであり,他の時間帯では

むだな投資となる｡

時間帯ごとのインターネット接続′たを通過するトラヒ

ック例を図2に示す｡同凶中,昼のピークは崩モ業の昼休
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フィック状況(加藤朗,東京大学)

図21日の時間帯ごとのトラヒック状況

深夜近く(特に23暗過ぎ)に飛躍的に通信量が増加する｡
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みのインターネット利札 夜のピークは家庭でのインタ

ーネット利用と想定される｡23時過ぎにトラヒックが急

増することがわかる｡)

lPゲートウェイシステム

4.1 システム構成

l+立製作所は,前章で述べたような通信事業者の課題

を解決するソリューションとして,IPゲートウェイシス

テムを提案している｡〕

現在の寓話網では,音声信冒一を通す｢通話線+と制御信

号を通す｢制御線+を別系統で運用している｡制御信号を

制御する方式としては,No.7共通線†㌶号‾方式が一般的に

普及している｡IPゲートウェイシステムでは,インター

ネットと通常の電話の音声を識別するために,No.7共通

線信弓一を利用する｡インターネットに接続する場合は,

ISPは専用の電話‾番ぢ一を用意し,利用者はインターネッ

ト用のこの専用竜話番号にかけることになる｡〕

通常の電話の場合は,そのまま電話網経由で着信先に

接続する｡-･‾〟,インターネット呼の場合は,ダイヤル

アップ用の専用番号であるため,電話番号を識別し,電

話網をバイパスして,アクセスサーバ枠内でインターネ

ット網に直接接続する｡

このことにより,次のような効果がある｡

(1)インターネット接続時(通甜時に相当)には交換機を

バイパスすることができるので,仙人者交換機の負担が

少なく,インターネット利川音が増加しても交換機の増

設が小安となる｡

STP

塵謬㊥別事業者
電話網

関門交換機

回線インタフェース

シグナリング

ゲ仙トウェイ

77クセス

サーバ

制御信号

主信号

100Baseイ

lPゲートウェイ

"SG8000”

(2)交換機容量を決定するトラヒックの想定では,不確定

安素の多いインターネット呼で計算する必要がなくなる｡

(3)アクセスサーバ側で経済的にIPベースの多量のデー

タを取り扱えるため,投資コストを削減できる｡

この結果,インターネット利用者の増加による加入者

交換機の増設対応が不要となi),通信車業者にとって経

済的なソリューションとなる｡IPゲートウェイシステム

のモデル同を図3に示す｡

シグナリングゲートウェイは共通線信号網と接続し,

LANプロトコルでアクセスサーバと接続する｡インター

ネットトラヒソクの場合,二i三信号はアクセスサーバを通

り,IPバックボーンに流れる｡

4.2 シグナリングゲートウェイ

シグナリングゲートウェイはNo.7共通線信号方式の

STP(Signaling Transfer Point)と接続し,共通線仔弓一

情報を受ける｡共通線信号は交換機を制御する部分なの

で,交換械_並みの高信頼度が安求される｡

口立製作所のシグナリングゲートウェイは,長年培っ

た交換機技術をベースとした高い信頼度を確保してお

り,以卜のような特徴を持つ｡

(1)二電化構成による信頼度確保

(2)サービス中でもファイル‾更新が吋能な｢インサービス

アップグレード+

(3)人容量のデータ処理を吋能とする損人16チャネルま

でのN().7共通線伝写一利御

(4)口本標準什様であるTTC-No.7共通線信号標準プロ

トコルのサポート

保守

端末

ルータ

】P

バックボーン

図31Pゲートウェイシス

テム"SG8000”のモデル図

シブナリングゲートウェイ

はSTPと接続し,電話番号な

どを含む共通線信号を受け,

アクセスサーバを制御する｡
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表1シグナリングゲートウェイとアクセスサーバの主要諸元

このシステムは,共通線No.7方式を採用した信頼性の高いシブ

ナリングゲートウェイと,各種回線インタフェースをサポートで

きるアクセスサーバから構成される｡

(1)シグナリングゲートウェイ

項 目 内 容

容 量 最大16信号リンク×2面

CPU能力 20万BHCA

プロトコル TTC版No.7共通繰信号

拡張性
無停止でのソフトウエアの部分更新.

ファイル更新機能

共通線インタフェース 4.8kビット/s

(信号速度) 48kビット/S

共通線インタフェース 64kビット/sCll

(回線終端種別) 2Mビット/sCMl(インチヤネル方式)

搭載条件 汎用19型ラック

電源条件 DC-48V

概略外形寸法(mm) 高さ1,100×幅430×奥行き500

(2)アクセスサーバ

項 目 内 容

容 量 312回線･シャーシ

ダイヤルアップ関連 PPP,MultilinkPPP,lPCP,PAP,

プロトコル RIP,RIPV2

回線インタフェース

V.90.V.34,∨.32bis,∨.42/V.42bis

lSDN:同期64kビット/s,
非同期V.110

PHS:PIAFS

LANインタフェース 10/100Base一丁

搭載条件 汎用19型ラック

電源条件 DC-48V

概略夕川多寸法(mm) 高さ222×幅436×奥行き472

注:暗譜説明

BHCA(BusyHourCa【lAccess)

TTC(社団法人電信電話技術委員会)

Cll(CommonChannellntraOfficelnterface)
CMl(CommonChannelMetalliclnterface)

PPP(Point-tO-PomtProtoco卜)

lPCP(lnternetProtocoIControIProtocol)

PAP(PasswordAuthenticationProtocol)

RIP(RoutinglnformationProtocol)

PIAFS(PHShternetAccessForumStandard)

4.3 アクセスサーバ

アクセスサーバでは,ダイヤルアップ接続の各種イン

タフェースに対応していることが,汎川性を高める｡こ

のような臥たから､以卜の特徴を持つアクセスサーバを

ソリューションとして採用した｡

(1)多様なアナログインタフェース:Ⅴ.帥,Ⅴ.34,Ⅴ.32bis

など

(2)ISDN接続:l耶明64kビット///s,非同期Ⅴ.110など

(3)通信事業者で･椴的に使川されている安定電源DC

-48V対応
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(4)標準的なSNれ1P(Simple Network Management

Pr()tOCOl)機能による汎用的な管理システムの構築が可能

シグナリングゲートウェイとアクセスサーバの主要諸

元を表1に示す.ご〕

このシステムでは,機能の拡充や,音声をIP化する

Ⅴ()IP(170ice
overIP)の実用化への対ん占など,通信車業

者のニーズに合ったシステムへと拡張している｡

おわりに

ここでは,電話網とIP網の融合の観点で先駆けとなる,

IPゲートウェイシステム"SG8000■'について述べた｡

SG8000は,東京通信ネットワーク株式会社により,

2000年5Hから実道川されている｡_,

口立製作所は,今後も,通信事業者の｢ベスト･ソリュ

ーション･パートナー+として,スピードと信頼惟重視の

システム構築を目指す考えである｡

なお,SG8000の導入にあたっては,束京通信ネットワ

ーク株式会社の関係各位に多大のご協ノJをいただいた｡

ここに深く感謝の意を表す次第である｡
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